
資料 10 公益財団法人櫻谷文庫

平成 27年度公益財団法人櫻谷文庫事業計画 (案)

基本的考え方

櫻谷文庫は、大正 2年 (1913年 )建造の本島櫻谷の居宅である和館、洋館、画
室の建造物および櫻谷作品、習作、写生帖等、櫻谷収集の書画書籍類などの収

蔵品からなる。

建築物 3棟は、国登録有形文化財 (文化財保護法 (昭和 25年 5月 30日 法律第
214号)57条による登録))、 景観重要建造物 (景観法 (平成 16年 6月 18日 法
律第 110号)に基づき京都市長により指定)に登録、指定されている。また、
櫻谷作品、習作、写生帳や画材、手紙類など櫻谷の制作に関わる資料類、さら

に櫻谷の収集 した中世から近代にかけての伊藤若沖、長沢芦雪、渡辺睾山、池

大雅、頼山陽、寂厳、荻生征徳、員原益軒を始めとする日本画関係書画、詩文

集、書籍、典籍や朱子学国学関係、近代美術関係資料など一万点以上を収蔵 し

ている。

建造物、所蔵品の一般公開・展示、収蔵物資料等の調査、整理、データベース

化のため、建造物の維持修復、収蔵品等の維持、修復、調査、研究を進める。

これらにより、近代建築史、美術・美術史、芸術の振興、学術研究への寄与、

京都市を含む地域振興をめざす。

また隣接する学校法人ヴィア トール学園等と連携 し、教育活動の推進のため一

層の協力、支援をすすめる。

公益 目的事業

1)公益財団法人泉屋博古館 との共同での収蔵資料の調査、整理、データベー
ス作成をすすめる。主に 2014年度までには軸・屏風、色紙短冊扇面、332冊の

写生帖、約 180の落款印、櫻谷愛玩品のうち雛人形調査は終了 したため、本年

度は約 220冊の「スケッチブックJを 中心に調査、スキャナーでの画像取込み、

整理をすすめ成果の公開、展示に反映させる。経費の発生を抑えるため、調査、

整理については臨時アルバイ トを雇用せず、泉屋博古館学芸室実方葉子主査、

櫻谷文庫業務執行理事門田節の 2名で実施する。櫻谷捲 り、古典書、画材、書
簡類等が未着手。但 し、2017年に予定している「木島櫻谷展～動物画を中心に

して (仮)Jに向け一部書簡については本年度着手する。
2)2017年秋に泉屋博古館本館 (京都鹿ケ谷)にて予定している「木島櫻谷展
～動物画を中心に (仮)JIこ向け、櫻谷後半生の文展、帝展出品作品を 15年間
にわた り連続 して購入 した小津与右衛門氏所蔵作品の所在について、公益財団

法人江東区文化コミュニティ財団古石場文化センター (東京・深川 )、 松坂文化

‐
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公益財団法人腰谷文庫

財センター (二重・松坂市)と の連携により調査を実施する。さらに、第 4回

文展 3等賞入賞作 「か りくらJの修復助成を公益財団法人住友財団および公益

財団法人出光文化福祉財団に中請する。「かりくらJ修復概算費用は 4,103千 円。

3)登録有形文化財・京都市重要廷造物指定の 「和館」屋根の修理に関し、京
都市都市計画局に京都市市街地景観整備補助金の申請を行 う。景観重要建造物

「和館Jの 2017年補修、保全実施のため京都市市街地景観整備補助金申請のた

めの現状調査 工事内容 :大屋根、下屋根瓦葺き替え (軽量化 )、 外壁、雨戸、

本部破損部分修理、樋交換

レ経費補 l_K費 14,044千 円 (一次見積)計算上の補助金予定 :5,617千円
4)櫻谷文庫関連情報の公開、櫻谷作品や登録文化財建築物の一般公開、京 ll・
市文化財マネージャー育成講座、泉屋博古館の博物館講習への実技実習協力の

事業、立命館大学文学部京都学講義、立命館大学アー トリサーチセンター、京

都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科建築造形学部門演習への協力、併せて京

都市 MICE推進事務局に連携 し、映画、テレビドラマ制作に協力する。
5)地域連携、美術系連携、学術研究教育連携、映像等メデ ィア連携を強化す
る。等持院等地域の観光スポットとの連携、衣笠地区の堂本印象美術館、高津

古文化会館、「平野の家 わざ永々棟J等美術系法人、登録文化財関係法人等及
び京都への来訪者の多い東京での PR強化のため京都市東京事務所、京都館 (東
京 :八重洲 )、 江東区文化コミュニティ財団との連携、京福電 EIい事業推進部、

JR東海京都・奈良・近江文化情報事務局、京都市観光協会 (京都駅観光総合案

内所を含む )、 京都新聞社、NHK京 都 との連携、情報提供を強化する。既存メ
デ ィアだけでなくインターネッ ト メディア Facebook、 ■vitter等 の活用、継
続HI情報発信によリメディア・ ミックスに よる情報拡散を図る。大学講義演習

関係 75,000円、文化財マネージャー育成講座 20,000円 、関係映像制作協力関

係 100,000円 の入場料を見込む。なお、これ らは経費の発生はない。

6)木島櫻谷の墳墓の維持管理を実施する。
7)2016年 3月 は、本年に引き続き 「桃の節句Jの時期の公開 展示を行 う。
入場料 504,0∞ 円、 人件費 (10日 ×5人、 4日 ×3人(門 田 2名無料)× 5,500
円=)341,000円 、印刷代 30,000円 、雑費・通信費 20,000円 で収益 143,500円

を見込んでいる。

8)随時公開については、グループ、団体等との時間調整の上実施する。20,000

円の入場料を見込む。

収 益事業等

洋画家茨木捷彰氏の主宰する美術教室茨木絵画教室に画室をア トリエとして、

また地域在住者を主な対象 とする書道教室 (講師 :大脇双琳氏)、 及び整美体操
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°  公益財輪 谷文庫

教室、 (講師 i井上敦子氏)に 1日画室を教室として、主体展会員浜哲郎氏に和館の一部を制作室として提供する。
その他の事業として学校法人ヴィァ トール学園との連携による教育支援活動を行 う。

併せて、浜哲郎氏に提供 してぃる和館の一部の制作室の活用を検討する。

3‐



■
|]

００
〇
一
、０
０
０

０００
〇
一
．０
０
０

００
０
０
．０
）
一

一
〇
Ｏ

Ｎ
ヽ
゛

一

０
０
０
．Ｏ
Ｎ

一
Ｏ
ω
．
）

０
０
０
．０
い
）

０
一
０
．０
で

０一０
い
０
、一
∞

００
一
０
、０
ゆ

一
一
０
Ｏヽ
Ｎ

０Ｏ
一
０
．０
０
い

０一
〇
０
．０
０

一
〇
０
．０
ト

０
０
０
０^
い

０
一
０
．０
一

〇
〇
０
．ヽ
０
や

０
〇
一
一ヽ
崎

０
●
０
一ヽ
０
一

一０〇
〇
０
．
）
で
０

一
卜
０
．
，
卜
一

品
“
く
ヽ

）
一
●

∞
一

０
０
０
、
い
〔

98‐ R

０
●
一

∞
¨

０
一
０
．
一
ヽ

一
一〇

〇
一

〇
〇

一０●
●
一

０
ド

０

お
”
炒
糾
椰
襴
鬱

お
■

一
一

ω
ド
ヽ

一
〇
０
、
∞
ト
ト

□^
■
ミ
ー
‘
卜
ヽ
０
〉

編
段
暉
●
皿
ぶ

●
０
〇
一

０
ヽ
一

ヽ

ユ
Ц

♀日
て

κ

匈
荀
鯛
お
剪
「

蠍
‘

国
鯉

一
一
０

∞
ヽ
ド

０
〇
一
”
ド
ド

０
０
０
¨
）

¨
∞
ゆ
．）
一

一
一
０
一
¨

０
０
０
０
ヽ

０
０
０
¨
Ｎ

お
‘

０一
〇
〇

一
●
０

一一〕
〇
一

¨
い
０

一一 ０
●
０
０
い
０

一

０
０
０

い
一

”
ヽ
０
、
ト

０●
一
０

●
ヽ
Ｎ

●●
一
０
．
０
一

志

期
ス

一く

）０
一
、●
０
¨

一
一
０
．０
〇
一
　
　
　
　
　
　
　
　
一〇”

誂
椰
泊
く

一
●

隧

砕

一一ｏ
●
一

ｏ
一

０
一
一

０
¨

一
●
＾
●
¨
一

０
０
０
０
い
０

０
〇
一
０
¨

一
一
●
０
●

０
一
●
．０
●

０
一
●
．０
”

一
い
０
．０
゛

●
０
０
〇
一

一
０
一
．
一
゛
”

田
４

田

４

●
ｇ
蓼
０

相
警
φ
３
に
Ｏ

麟
鞠
樹
艦
咀
饉
事

里
睾
崚
選
ヾ
”
報

署
外
や
Ｅ
く

相
ヨ
黎
椰
０

０
Ｃ
興
製
颯
製
，
０

相
眠
興
凹
根
く
抑
○

績
野
■
型
含
）

喘
Ｓ
贅
璽
■
鰹
〓

岳
ｅ
墳
璽
閾
惣
‘
円
晏
―
　
一

ち
錮
ｇ
ｒ
製

樹
饂
翠
興

樹
奎
限
迎
層

颯
躙
μ
Ⅸ
暗

日
経
“

樹
期
Щ
マ
雪

”
瞑
順
じ
重

抑
“
空
鯉

邁
野
噸
堅

駆
國
則
壼
黎

嘱
Ｒ
撃
０
粟

駆
興
‘

瞑
隧
＝

輌
登
日
Ｓ
●

憫
瓢
弧
ヨ
●

魅
ぐ
導
仰

颯
く
郵
尼
６

駆
唱
だ
興

駆
菫
勁
匹
齊

嘱
躙
都
引
ヽ

駆
禦
轡

瞑
ｕ
餃
マ
蝉

田
樹
´
鯉
饉
頸

憫
駆
幽
雷
蝠

刹
＝
ュ
壇

■
組
椰

曖
嶽
，
製
Ｑ
）

「よ
●
緻

（漱
Ｘ
Ｒ
羅
紀
К
ｌ
て
相
郭
）
榊
エ
ネ
枢
挙
燃
■
ミ
餐
丼



柿
10

０
〇
一
∞
ヽ
一

０
●
０
．０
∞

０００００ ヽ
り
０

で

や
Ｏ

Ｎ

０副
「
創
「
‘

ヽ
０
∞
．
Ｎ
で
０

■

゛
０
一
〓一
０
一
い
Ｏ
Ｎ
　
）

ヽ
０
●

０

や
０

一
Ｏ
Ｎ

）

０
一
０
．
０
い
０

０
一
０

●
０
一

卜
０
で

０
り
０

〇
一
Ｎ

，

碇
”
く
凩

０
一
０
一
゛
´

一
●
ｑ
●
∞

〕
い
０

い
０
い

Ｏ
Φ
や
．め
ヽ
●
　
● |

|

|

０
い
０
、一
ド
，
　
●

０
ヽ
の

０
一
ヽ

）

く

●
０
〇

一
一
●

）

く

い
０
●
＾
０
一
０
．
）

く

お
”
¨
鮒
椰
瘤
墜

お
‘

一
０
一
●
”
め

〕
マ
０

い
０
●

さ
ヽ
一
め
Ｎ

く

い
０
い
．●
ヽ
０
．い
０
●

φ
＾
卜
．０
や
０
．い
Ｏ
Ｎ

い
Ｎ
ヽ
０
マ
一
い
０
中

一〇

囲^
ヽ
ミ
ー
エ
Ｒ
ヽ
ヽ
）

●
ヽ
あ

∞

`

一
卜
●
∞
く

卜
●
一
●^
一
Ｎ
∞ヽ
Ｏ
Ｎ

卜
い
０
．い
０
●
．∞
い
Ｎ

ヽ
い
０
．い
０
一

０
一
゛
　
　
　
一
Ｎ
Ｏ
ド
．
０
●
●
．卜
Ｎ

―
Ｉ
Ｌ
聘
嘔

ｓ
ヽ

■
て

ベ

「
や
剛
氣
興
枷

蟷
重

回
鯉

一
”
い

０
一
Φ

一
一
●

）
０
マ

●
一
ヽ
０
一
Ｎ
く

∞
一
』

０
一
¨

０
０
●
．
一
一
Ｎ
＾ヽ

Ｎ

Ｎ
の
卜
．
０
●
寺

＾ヽ

Ｎ

お

●
卜
●

）
∞
い
．
一

い
ド
●
ざ

Ｎ
Ｏ

く

０
●
卜
、●
¨
ヽ

ヽ
一
０
ド
ド
め
い
や
あ

０
ド
ヽ
）
●

■

∞
一

　̈
０
∞
Ｎ

い
や
０

０
０
０
０
０
め

０
０
０
．０
〇
一

∞
ヽ
■
０
〇
一
．０
ぐ
０

お
“
靭
靡
相
●

一瓢
剛
●
需
§
饉
堅

脅
■

一く
　
　
　
　
　
硼
ョ

ト

Ｌ

医

ぽ

―

い
Ｌ
Ｏ

一
〇
〇

い
一
Ｏ

φ
い

●
●
ヽ
＾
０
一
ヽ

● ド
一
０
、
ヽ
卜
め

い
で
い

０
一
一

∞
０
０

い
ヽ
０

０
一
〇
０
い
一

０
一
〇
０
ゆ
め

ω
一
一
．ω
）
０
．０
マ
０

一
一
〇
Ｏ
Ｎ
゛

０
い
０
．‘
ヽ
一

‘

０
●
い
Ｏ
Ｎ
一
く

０
０
ｑ

Ｏ
ヽ
一

く

●
０
０

０
Ｎ
一
　
く

晰
顆
楊

一≪

０
〇
一
〇
０
ヽ

０
一
一

〇
０
●

く

０
●
一
●
０
●

「́

０
一
０
ご

０
マ

く

０
一
〇

〇
０
ヽ

く

０
０
０
）
０
一

０
●
０

∞
一
）

q
い
０
一
．∞
０

一

一
〇
０
．∞
０

一

田
〓

皿

諄

日
摯

留
贈
咄

憫
瓢
弧
゛
●

暢
お
檀

●
廻
ヨ

ぼ
〓
ヽ
態
ボ

露
●
薄
Ｃ
Ｇ

お
眠
自
”
嘘

―
―
―
続
炒
暉
疇
艘
臆

衰
四
∝
起
霞
鋼
晨
訓
需
膀
館
堅
甲
ま

詭

ｅ
撻
い

求

眸
泄

ヽ

相
堅
こ
“
塑
含
）

お
Ｏ
Ｌ
薇
ｒ
製

〓

駆

夭

腱

楚

含

続
Ｃ
α
ヽ
工
里

騒

薦

融

木

“

彙

喪

鋼

願
椰
嘔
お
”
ヨ

蝠
禁
璽
凹
根
‘
円
“
―
民
訓

慢
晨
０
最
則
銀
Ь
円
督

担
贅
ｋ
服
櫻
根
瞥
Ｈ
督
―

田
ｅ
属
即
幽
銀
瞥
円
口
腰
〓

翅
墨
拠
賢
蝠
凝
普
円
製
鋼
田
訓

担
贅
Ｋ
薇
櫻
ｄ
瞥
円
０
理
露
洲

恒
氣
Ｋ
畏
凹
崚
彗
円

〓
一



平成27年度収支予算書(案) 資料22

,日
公益事業
=計

`ヽ

1

収益事業等
=計1,1他 ,

法人会計
=計

| 一般正味財産増減の部
1経常増減の都
(1)経常収益

O基本動産運用益
0特定資産違月益
0事業,又益

0寄町金1又益
0畑又益

公開事業

建造物補修復 0
収蔵品調査整理

0

0

0

699.000

0

0

960,000

0

35,000

0

0

0

0

0

0

0

813.000

0

0

699,000

0

0

960,000

0

経常収益計 1 659000 778000 35000 2472000
(2)経常買n
事業費

給料手当

臨時雇賃金

退職綸付貴月

福利厚生員

修僣費

脈員交通費

通信運搬費

消耗品費

〔口刷裂本員

粗社公課

支払負担金

支払助成金

晏託賢

外注費

減価償却費

雑員

管理豊

役員報酬

拾料手当

臨時雇賃金

掲利厚生費

会議員

振員交通貢

通信運織菱

消耗品曼

印刷製本員

光熱水料貴

賃借料

諸詢金

支払員担金

委託責

雑員

８
，
１
，

　

０
，
０
，
軌

０
，
０
，

９
，

，

　

７
‐
５
，

`03,3700

0

0

0

0

22,000

0

0

70.000

0

0

90,000

0

21,589

18,000

0

O

O

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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経常費用計 1,981,475 324959 508,430 2,814,864

▲ 342,864評価損益等調整前当期経常増減額 ▲ 322475 453.041 ▲ 473,430

雲価損益等計 0 0 0

2経常外増減の3 O 0 0
1)経 常外収益 01

01得常外 |,益計 0

2)経常外費用 0 0 0

O経常外費用計 0 0

当期遷日外瑶

"猥
0 0 0

徊 云

『

工 菅 霰 230,706 ▲ 200,70: 0 0

当期―餃正味財産増減額 ▲ 91 770 222,33〔 ▲ 473,430 ▲ 342,864
―餃上 昧 7笙 期 百獨 局 945,377,917 265,424,39` ▲ イ,439,979 1,209.362331

―艘正味財産期末残高 945,286,148 265,646,72: ▲ 1,913,409 1,209,019,467

‖ 遺定正味財屋増減の部

当期指定正味財産期首残高 350,0001 0 350,000

当期指定正味財菫期末残高 350,0001

945,636.1431      265,646,72

0 350,000

川 正味財産期末残高 ▲ 1,913,409 1209369467
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公益法人の財務に関する認定基準について 期末適否判定α274128331)
1収支相償

第一段階 基準

く0

く0 適含

>50% 適含

く(A) 適含

資料2-4

薔合 不 摘 含 の当 ■

適合

①経常収益計 ②経常費用計 ①―②
公益目的会計 1,659,000 1981475 ‐322,47〔

第二段

収益事業から生じた
利益の繰入額

0 (収益く費用)

共益事業から生じた
利益の繰入額

0 (収益く費用)

収入―費用 ‐322,475

2公益目的事業比率
公益実施費用額
公益目的事業に係る事業費 (A)

1,981,47(

収益寺実馳費用観
収益事業等に係る事業費 (3)

324,95C

管理運営費用額
管理費の額 (C)

508,43(

(A)十 (B)十 (C)
2,814,864

公益の目的事業上ヒ率
7039%

保有制

資産の部 負債の部

負債計             C流動資産計      1,512,949
控除対象財産      1,209,612,700 正味財産の部

]旨天ЁIEι木貝オ鷲菫              350,000

-般正味財産        1,209,019,467
1囀 言+          4,209,369,467

その他の固定資産     60,365
固定資産計        1,209,673,065

資産の部        1,211,186,014 負債等              4,209,369,46,

遊体財産の保有上限

公益目01事業に係る事業費 (A) 1,981,47ξ

資産の額 ア 1,211,186,014

控除対象財産 イ 1,209,612,70C

遊体財産 ,(=フーイ) 1,573,314


